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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文において著者は，位相空聞に対して連接特異複体とよばれるCSS複体を構成し，これを

使用して今まで知られていたCechホモロジー群，特異ホモロジー群，Steenrod－Sitaikovホモロ

ジー群とは異なる連接特異ホモロジー群を定義し，その特徴的1性質を研究している。λを共有限有

向集合を添え数とする位相空間の逆系列を対象とし，連接写像の連接プロホモトピー類を射とする

圏とする。HをKan複体を対象とし，単体写像を射とする圏とする。このとき，連接特異複体関

手とよばれるスから∬への共変関手S。が定義される。すなわち，共有限有向集合を添え数とする

空聞の逆系列Xに対してKan複体S。（X）が定義される。さらに，S。（X）の実現であるCW複

体1S。（X）1からXへの自然な連接写像τ。が構成され，つぎの定理が成り立つ。（ユ）空聞の逆系列X

がλにおいてあるCW複体より支配されるならば，τ・は圏λにおいて同型を誘導する。つぎに，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C逆系列Xに対して連接特異ホモロジー群H・（X）をH・（S・（X））として定義する。この群は，λ

　　　　　　　　　　　Cにおける不変量となる。H。はSteen．od－Sit．ikovホモロジー群とは有限多面体に対しても異ってい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cる。定点空聞の逆系列（X，x）に対して連接ホモトピー群∬堵（X，x）が定義出来るが，この群は関

手S。と違接写像τ（独）によってつぎのように解明される。すなわち，（2）τ』）＊：巫皿1IS。（坐）1）→

　C
皿。（X，x）はすべてのnについて同型対応である。またH雌ewiczの同型定理がつぎの形で成立す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cる。（3）n≧1とし，O≦i≦n－1となるすべてのiについてL（X，x）＝Oとなれば，恥rewicz・の準

同型ψ咀：ゴ（X，x）→｛（X，x）が定義され，（五）n＝1ならば，ψ、は全射でありψ、の核は巫c、（X，x）

の交換子群となる。（ii）n≧2ならば，ψ、は同型対応となる。（X，x）を孤状連結な定点空聞の逆系列
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である定点CW複体によって支配されるならば，EdwardsとGeogheganによって構成された定点

　　　　　　　　　　　　　　　　　CCW複体E（X，x）のホモトピー群は巫、（X，x）によってつぎのように評価される。（喚）連接写像P

㎏）：E（坐）→（巫）が定義され，誘導準同型P（拠）＊：L（E（巫））→｛（Xス）はすべてのn

に対して同型対応である。

（5）弱ホモトピー同値f：l　E（X，x）1→l　S。（X，x）1が存在する。実例として，Xをユ次元円周の有限

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C和からなる可算逆系列とするとき，連接特異ホモロジー群H　l（X）は，Steenrod・Sitnikovホモロ

　　　　S’Sジー群H王　（X）から異なることが計算されている。最後に，強シェープ理論において，連接ホモ

ロジー群と連接ポモトピー群が論じられている。

MardericとLis1caによる位相空間のANR解系列と密接な関連があることが示されている。

審　　査　　の　　要　　旨

　位相空聞Xに対して特異複体S（X）を構成して特異ホモロジーH。（X）を定義し，実現1S（X）1

のホモトピー群を求めることは，CW複体とかANR空間などの滑らかな位相空間については有効

であるが，局所連紺性のない複雑な位相空間に対しては位相不変量の役割りを十分に果していない。

例えばゼロシェープをもつ空間などの分類には無力である。本論文において著者が構成した連接特

異複体は，この欠点を十分に補うもので，位相不変量として非常に有効なものである。特にこの複

体から定義される連接特異ホモロジー群は強シェープ圏における不変量として，空間の分類に大き

な貢献をなしている。また連接特異複体の実現のホモトピー群は，Quig1ey－Lisica－Mardesicのホモ

トピー群と同型となり，後者の群が計算し難いことから多くの応用が予想されている。またHu．e－

WiCZ型の準同型がホモトピー群とホモロジー群の間に定義されることも興味ある事実である。

Steenrod－Sitnikovホモロジー群との類似が予想されていたが，著者は簡単な実例で2つのホモロ

ジー論が異なることを示している。連接特異複体の特徴的性質は位相空間自体を知るために今後よ

り挿しく解明されるべきであり，本論文は連続体論，シェープ理論においても高く評価されている。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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